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【ニュージーランド・高等学校；Ｍｒ． Ｇａｒｒｙ Ｂｉｔｔｅｎｄｅｎの授業】

（担当；二井正浩）

１．授業事例

Mr.Garry Bittenden；“いかだ作り”の授業記録

(2014年2月26日，Akaroa Area School，第10学年，14～15歳)

（聞き取り不能箇所は＊＊＊で示す。）

Bittenden 先生：今日はアカロア（Akaroa：学校の所
在地）ではとても有名な人物，フランク・ワースリ

ー（Frank Worsley）について思い出します。彼は子
ども時代をアカロアで過ごしました。その後，彼は

驚くべき冒険をし，生還しました。

ワースリーは子どもの頃，いかだを作り，そのい

かだで＊＊＊。 ええ，いかだです。いいですか？

いかだを作り，アカロアの港から船出し，海を渡っ

て，＊＊＊＊。

そこで，教室の皆さんもいかだを作って海をわた

ります。知っているかもしれませんが，この学校の

昨年の 10 年生もいかだを作って，海をわたりました。今年の皆さんも挑戦します。まず，昨年のいかだ作り
のビデオを見て下さい。

【ビデオの再生開始（以下，枠内ビデオ再生部分）】 《00:50》

【出港前の自作のいかだの前でのインタ

ビュー】

Bittenden 先生：ちょっと予測をしてもら
えるかな，ケイティ，あなた方のいか

だはうまくいきそうかな？

生徒（ケイティ）：え～と，正直に言って，

船旅は失敗すると思います。

生徒（女子）：よくわかりませんが，あ～，

他の船からメインのセールを持ってき

て，装備も載せて，それで大丈夫です。

Bittenden先生：そしてここ・・黄色いロープのあるこの部分は・・・？
生徒（男子）：それでセールを調整するんです，つまりどっち側に行くか決めるためのものです。どっち側

にタックする（ヨットの進行方向を変える）ことができます。セールを引っ張って，良い風をとらえます。

Bittenden先生：なるほど，すばらしいね。
生徒（女子）：＊＊＊

Bittenden先生：もう一度言ってください。
生徒（女子）：船が風の方へ動くまで，向きを変えます。

Bittenden 先生：そのとおり。ブーム（セールを支え
る横棒）を持ち上げておく方法がもうわかりまし

たね。それから何をしましたか？・・・

【いかだ作りの場面に転換】

生徒（女子）：え～と，私は木をもう一本貸してあ

げました，プラスチックみたいなのを＊＊

Bittenden 先生：それから何を・・・どれくらいの高
さにするのかな？

生徒（男子）：・・石と理論と，そして今でいうち

ょっとした日曜大工です。僕がやったことは２つ

の＊＊＊の周りを覆って，それに岩をくっつけま
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した。それからここらへんに穴をあけて＊＊＊

【いかだで航海する場面に転換】

Bittenden 先生：そうですね，あ～，これは歴史的な瞬間です。アカロアでの歴史的船出です。もちろん，み
んなわかっている通り，フランク・ワースリーは 1873年頃にその任務を成し遂げました。２艘の船で出港
し，一行が沿岸を離れます。

Bittenden 先生：ケイティーのドラム缶を見てみ
よう。

生徒たち：はい。

Bittenden先生：・・・うまくいきそうでね。
生徒（男子）：はい！

生徒（男子）：＊＊＊

生徒（男子）：はい，僕は＊＊＊が大好きです。

生徒（女子）：わ～！

生徒（男子）：陸地に到達します＊＊＊ 3 時間
で。

生徒（女子）：（金切り声） 《05:20》

Bittenden先生：それで，彼らが船で進んだのは５キロでした。かなり長いですね。OK, それでは，みなさん，
[7秒の間] 各自のデザインに取り組む必要がありますね，

Bittenden 先生：皆さんに考えてもらいたいのは，つまり，ここでやってもらいたいのは，設計図を描くことで
す。あなた方がいかだに盛り込もうと思っている設計上のデザインを分類してもらいたい。いいですか。用紙

をまわしてもらえるかな？ 一枚取ってまわしてください。色鉛筆が必要なら，ここにあります。色分けする

なら，色鉛筆があるからね。

Bittenden 先生：はい，あなたがた
にやってもらいたいことは，シ

ー，聞きなさいよ。 T.K，それ
を読んでくれるかな？

生徒(T.K.)： 船の設計図ですか？

Bittenden 先生：それ全部読んでも
らえる？

生徒(T.K.)：はい。
Bittenden 先生：いいですね。君の
いかだのデザインには，スライ

ドに示している６つの要素があ

りますね。これらの６つだね。

君には今やっている設計図に参加してもらいたいんだ，いいかい？

生徒(T.K.)：はい。
Bittenden 先生：では，船床（船底）をどうするのか確認しよう（スライドの第１項に関連）。次に，どこにドラ
ム缶を置こうか，ドラム缶は４つ－４つしかないね（スライドの第２項に関連）。マストはどう置こうかな－

どこにマストを置きますか？ 前ですか，まん中ですか，横ですか，どこにマストを設置しましょうか（スラ

イドの第３項に関連）。うーん，どんなふうに，どんなふうにセールを取りつけようか－図がほしいな，どう

つなげるか－（スライドの第４項に関連）。船が持ちこたえるようにドラム缶を船床にどうやってつなげるか

（スライドの第５項に関連）。そして航海ができるように必要な他の特徴－他のどんなことでも組み込みたい

ものはありますか（スライドの第６項に関連）。ティラー（舵の柄）はつけますか？ みんなも知っているよ

うに，ケイティーたちはティラーをつけていた－他の人たちはティラーをつけようとしたが，壊れて，取れて

しまった。君たちは考えなくてはいけないよ，ティラーをうまく船に取り付けておく方法をね。どうやって取

り付けますか？ それから，センターボード（船の横流れを防ぐためキールから垂下させる縦板）の取り付け

方も考えなくてはいけませんね。昨年，いかだにセンターボードを取り付けた際には，かなりふらついきまし

た。どうやったら単に取り付けるだけではなく，斜めに傾かないように確実に取り付けられるだろうか。

そう，そういったことすべて考えて設計図を作って下さい。もし定規が必要なら，ありますよ。まあ，鉛筆
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の側面で線を引いてもいいですけどね。

生徒（女子）：えっ？

Bittenden先生：みなさん，定規はありますか？
生徒（男子）：はい。

Bittenden 先生：君たちがこの設計でやろうとしていることは，グループでの活動だから協力してください。ほ
ら，イーザンのはいいね，マストのつけ方とか，うん，いいですね。さぁ，協力してやってくださいよ。君た

ちはもう，もうだいぶ進んでますね－続けてください，はい，いいですね。

生徒（男子）：はい，はい。

Bittenden先生：それから，明日も授業ありましたっけ？
生徒：はい。

Bittenden先生：それでは，明日から，いかだを作り始めますからね。
生徒（男子）：はい。

Bittenden先生：ええ，設計図を作っておいてくださいね。
生徒（男子）：＊＊＊

Bittenden 先生：はい，それはいいですね。君はミッドラフトを採用したんだね。あなた方がそれをやっている
間に，もうひとつの本当の物語を読んであげましょう。これは北

極圏，北極点から生還した少年のお話です。

生徒（男子）：それって－それって本当のお話ですか。

Bittenden先生：これですか？
生徒（男子）：はい。

Bittenden先生：ええ，これは本当のお話です。
生徒（男子）：あー，それで？

生徒（男子）：彼はまだ生きていますか？

Bittenden 先生：いえいえ，これは－これは 300 年前のことです。
生徒たち：（笑い）

Bittenden 先生：だけどこれは本当の物語で，そして面白いことに
＊＊＊。

生徒（男子）：先生が作ったお話でしょ＊＊＊。

Bittenden 先生：しーっ，イーザン。おもしろいというのは，いいですか，物語の中で彼は話します＊＊＊。彼
が若い頃，うまくつきあうことができなかった人が誰なのかということをね。

生徒（男子）：先生！

Bittenden先生：そう，先生です。
生徒（男子）：やっぱり，先生なんだ。

Bittenden 先生：彼が－最後に彼が－とうとう故郷に帰りついた時に，あ～，その教師がそれを信じて，書きと
めた唯一の人だった。最後になっておもしろい展開ですね。では，とにかくよく考えて，アイディアを出して

設計してください。ジョー，よくわからなければ，これを使ってね。いいですか？

生徒（男子）：はい。

生徒（男子）：あ～，考えます。

【Bittenden先生の朗読が始まる。（枠内朗読部分。
生徒は設計図を作成しながら聞く。時々，生徒に先生は問いかける。）】《12:00》

それから彼は－彼は銃声を耳にした－彼は銃声を耳にし，

出て行き，突然，ナンシーは歩き出した。彼は彼女につい

ていくことにした。彼は走って，ナンシーを追い，足跡を

たどった，あ～，彼は横断して＊＊＊陸地はほんの３，４

マイルしか離れていなかった，きっと彼は追いつけるだろ

う－必ず彼らは休憩のために止まる，海岸線に到達するま
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でに。運が良ければ，そりや犬たちが見つかるかもしれな

い。彼は走り続け，足跡を追った。しばらく，しばらくの

間アレンは彼女に遅れないようについて行こうとした。彼

は心配した，彼女が見知らぬ人たちに追いつき，彼らが彼

女を見たとたん撃ってしまうのではないかと。彼女が人に

なれたクマだと知らずに。しかしアレンは疲れてきて，ま

た休憩するために立ち止まらざるをえなかった。彼は前方

のナンシーを見つけ出そうと目を細めた。彼は目にしたも

のに，思わず目を閉じ，頭を振った。今，彼が見たものは，

なんとナンシーが 2頭いて，巨大な氷の塊でできた陸橋（陸
地と陸地をつなぐ部分）が崩落している箇所の前で，立ち

上がっている姿だった。再度，彼は目を閉じ考えた。今，

目にしているものは自分をだまそうとしているのではない

かと。もう一度，彼は見た。そして理解した。少なくとも

４頭のホッキョクグマが群れになっていた。彼はクマたち

を見て，気づいた。彼らは皆，立ち上がり，まっすぐに彼

を見つめていた。彼はしゃがみ，数分間じっとしていた。

クマたちが彼のことをただの氷のかけらだと思うことを期

待しながら。しかし，ホッキョクグマはすばらしい感覚を

持っている。

Bittenden先生：すばらしい感覚って何だろう。
生徒たち：（生徒達）嗅覚ですか？

Bittenden 先生：・・嗅覚，そうです，腐敗したアザラシやクジラの死骸は何マイルも離れた所から彼らを引き
寄せます。

【朗読再開（枠内朗読部分）】

クマたちはアレンのにおいを嗅ぎつけるとすぐに，前足を

下し，身を躍らせて彼のほうへ近づいてきた。アレンは彼

らが来るのを見て，立ち上がり，向きを変え，必死に走っ

た。氷上を逃げながら，彼は自分が大変な危機に陥ってい

ることに気づいていた。ホッキョクグマには北極圏で敵は

いない。だから，彼らには恐れるべき生き物はいない，人

間だって怖くはないのだ。彼らは人より速く走れるし，簡

単に殺すことだってできる。アレンは猟銃を手に持ってい

たし，ナップサックに大型のナイフも入れていたが，クマ

たちに立ち向かうことはできないとわかっていた。１頭は

殺せるかもしれない，しかし他のクマたちが－即座に彼を

八つ裂きにしてしまうだろう。唯一のチャンスは走り続け，

クマたちが彼を追うのに飽きるのを願うことだけだった。

幸いなことに，よいスタートを切ることはできた，少なく

とも 800 メートルは離れている。約 20 分間走った後 －

今にも追いつかれるのではないかと考えながら，彼は追跡

者を確認するために振り返った。２頭だけがまだ彼を追い

かけていることがわかった。疲れ果て，息が切れて，彼は

止まった。ナップサックからナイフを取り出し，猟銃を準

備し，ふたつの荷物を氷上に置いた。もしナイフを使わな

ければならない状況になれば，ナップサックが邪魔になる

のが嫌だった。大きいバッグの上に座り覚悟をして待った。
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Bittenden 先生：「多大な犠牲を払って命を売り渡す」と言う時に，それはどんな意味でしょうか，何を彼は言っ
ているのかな？

生徒：生きることをあきらめるということです。

Bittenden先生：うーん，そんな感じかな。
生徒（男子）：ただ逃げようとしているのではないですか？

Bittenden先生：いや，彼は「多大な犠牲を払って」命を売り渡そうとしているんだよ。
生徒（男子）：彼はできるだけ＊＊＊

Bittenden先生：誰か？ 他に意見は？

生徒（女子）：彼はできる限り一生懸命にやろうと・・・

Bittenden 先生：彼はできる限り一生懸命に－２頭のクマが近づいてきていた。彼は最も困難な選択をしようと
していた。

【朗読再開（枠内朗読部分）】

クマたちが射程距離に近づいてきた時，アレンはそのうちの１頭がナンシーだということに気づいた。もう

１頭は巨大なオスで，ナンシーの 2 倍はあった。アレンには希望の光が一筋見えた気がした。今，彼が相手
にすべきクマは１頭だけだ。だが，新たな，そしてぞっとするような不安がわいてきた。同じ種の動物に出

会って，ナンシーは野生のクマの本能に目覚め，彼を襲ってくるのだろうか。それとも彼女は友情を覚えて

いて，彼のことをそっとしておいてくれるのだろうか。２頭のクマが接近するなか，アレンは立ち上がり，

身を守る構えをした。邪魔にならないようにナップサックをどけた時，彼には急にある考えが浮かんだ。彼

は２つのナップサックを自分の後ろの氷上に置き，再び走りだした。それほど遠くへは行ってなかった，お

そらく 90メートルくらいか，そこで彼は立ち止った。まだとても消耗していて，息絶え絶えだった。彼は振
り返って，かがみ，動物が氷の上をよたよたと彼の方へ進んでくるのを見た。彼らは２つのナップサックの

ところまでやって来て，止まった。大きなほうのクマは後ろ足で立ち上がった。アレンは自分の胃袋の中で，

恐怖心がまるで風船のように膨らむのを再び感じた。そのクマはまた四つん這いになり，数分のうちにナッ

プサックは引き裂かれた。２頭の動物たちは鯨肉のかたまりを食っていた。まだ疲労しており休息が必要だ

ったので，アレンは待機していた。クマたちが食事を終えるには，少し時間がかかるだろう。もし大きいク

マがまだ彼を追うつもりなら，少なくとも彼には呼吸を整え，落ち着いて獲物に鮮やかな一撃をくらわすチ

ャンスがあるだろう，とアレン は考えた。一発撃つだけの時間しかないことはわかっていた。ポンコツな銃

にもう一発こめるには時間がかかりすぎた。大きなクマはちぎれたキャンバス布地を嗅ぎまわり，それを引

きずりまわした。アレンはラム酒の瓶が斜面を滑って－氷の上を滑って行って氷塊に激突し，粉々に砕け散

るのを見た。アレンの勇気はほとんど萎えていた。クマの身長は少なくとも 60センチは彼よりも高く，体重
もおそらく 500キロ，彼の 5倍はあるだろう。ちょうどその時，ナンシーはうなり声をあげ，離れて行った。
大きなクマは－大きなクマは彼女の方に向き，問いかけるように喉を鳴らした。ナンシーはもう１頭を連れ

て行こうとするかのように，再びうなり声を出した。オスグマは前足を下し，彼女に従った。アレンは２頭

が見えなくなるまで離れていくのを見守った。ナンシーは自分のご主人を守るためにオスグマを誘ったのだ

ろうか，それとも彼女は仲間ができてすっかりアレンのことなんか忘れてしまったのだろうか。アレンには

わからなかった。しかし少なくとも彼は危機から脱したのだ。彼はアンフォーブスに戻ることに決めた。も

う食料がなかった。空腹で喉も渇いていた。今の状態では，彼の前方にいる犬ぞり隊に追いつくことは無理

だった。それに海岸線には狩りをしようとクマたちが待ち構えているにちがいない。どうやって彼らをやり

過ごすことができるというのだ。アンフォーブスへ向かって戻り始めてすぐ，彼は自分の通ってきた道筋を

見失ってしまったことに気づき呆然とした。すっかり夜になり，行ったり来たりし，やっとナンシーの足跡

と自分のブーツの跡を見つけ，ほっとした。今，彼がなすべきことは船に到達するまで足跡をたどることだ

った。アレンは狩銃を背中にぶらさげ，長い帰路についた。１時間かそこら，のろのろと歩くうちに，彼は

どんどん疲れ，どんどん眠くなっていった。彼は氷の上に横たわり，ひと眠りしたくなった。彼はまったく

眠ることなく２日目に突入していた。アレンは凍え死ぬことを心配してはいなかった。寒さに備えて十分に

着こんでいたし，氷の塊に守られた側の雪にもぐりこめば，大丈夫だということはわかっていた。いつも雪

洞を作り，そこに入って，体温を保つことができた彼は少し休み，眠り，また歩き続けた。１時間おきくら

いに彼は５分の仮眠をとるため，彼は歩きを止めた。彼が自分の後を近づいて来る動物の気配を耳にしたの

は，この仮眠と仮眠の間の時間だった。すばやく彼は狩猟道具のライフルを手に取り，待った。またクマだ，

彼は考えた。その動物はまだ少し離れてはいるが，アレン はそれが ナンシーだとわかった。すぐに彼女は
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彼のもとへやってきた。アレンは大

喜びし，クマを抱きしめた。「ナン

シー! ナンシー! 僕のかわいいお嬢

ちゃん！僕のところへ戻って来てく

れたんだね」ナンシーは彼の足もと

に横たわり，彼の手をなめようとし

た。「ナンシー，どうかしたのか

い？」ナンシーはなんだか困ったよ

うな声をあげた。「ナンシー，どう

した？何かあるのか？どうかしちゃ

ったのかい？戻って来てくれたんだ

ろう！」さあ，もう簡単だ－簡単に

アンフォーブスにたどりつくことが

できる，とアレンは考えた。たとえ

仮に寝てしまったとしても，ナンシ

ーがいれば起こしてくれる。「さあ，歩こう！」 ナンシーはよたよたとぎこちなく前進した。ちょうどそ

の時，アレンは彼女が背後で，なかば叫ぶような，なかば鼻を鳴らすような声を出すのを聞いた。彼は振り

返り，高く白い柱状のものが月光を遮っているのに気づいた。そこに，ほんの数 10センチ離れたところに，
立ちはだかっているのはオスのホッキョクグマだった。ナンシーはその大きなクマを出迎えるために大急ぎ

で戻って行った。彼女は駆け寄ったが，その巨大な動物は平手で彼女を突き飛ばした。オスグマは，今度は

誘導されるつもりはなかった。彼は前足を下し，アレンに向かってきた。アレンは大慌てで走りだした。さ

っき，２頭のクマが近づいて来た時は，彼は落ち着きを保つ時間があった。今回は，心の準備ができていな

かった。どこからともなく巨大なクマが現れるのを目にして，彼はあまりにも驚き，頭が真っ白になった。

考えることもできなかった。走りながら，前方に２つの大きな氷の塊を見つけた。氷はお互いにもたれあう

状態で，足もとには小さなアーチ状の空間ができていた。もし彼が２つの氷の塊の間に入ることができれば，

クマから逃れることができるこもしれないとアレンは考えた。ただそこまでは 50 フィート，20 メーターは
ある。彼は這い上がった－彼が走りだした時，巨大な足がどこからともなく出てきて，頭の後ろを一撃し，

彼を氷の上に叩きのめした。彼は手と膝を氷について，這ってなんとか巨大なオスグマの体重をかわした。

クマは彼を組み伏せていた。アレンはナイフをベルトから引き抜こうとしたが，彼は左の腰に手が届かなか

った。アレンは顔に動物の熱い息を感じた。クマがついさっき食った肉の臭いを嗅ぐことさえできた。しば

らくの間，クマは彼の獲ものをどうするべきかわからないようだった。彼は口を開けたままぞっとするよう

なうなり声をアレンに浴びせかけ，頭を上げて，まるで他のクマたちに「こいつは俺のものだ！」とでも告

げるように周りを見渡した。アレンが片腕を引き抜こうともがいた時に，クマはまた頭を下げた。彼がげん

こつをふりまわすと，拳がクマの鼻にあたった。動物は驚いてのけぞった。そして，その大きな口でアレン

の腕の肘の上あたりに噛みついた。クマの歯が深くひどい傷を作り，アレンは気が遠くなった。ぼんやりと

ナンシーがうなるのを聞き，意識が遠のく最後の瞬間に思った。「ヤツを止めてくれ！」アレンは力の限り

叫び，ナンシーに何かを持ってこさせる時に教えてあった命令を出した。そして，彼は気を失った。すぐに

意識を取り戻すと，それはたぶんほんの 30秒ほど後のことだが，クマはもう彼を押さえつけてはいなかった。
ナンシーに首の後ろを掴まれ，オスグマは怒って吠え，ぐるぐると回転し，攻撃者から逃れようとしていた。

アレンはなんとか立ち上がり，狩銃を手で探った。彼は火薬が乾いていることを確認した。左腕は使い物に

ならなかったので，銃を構えられるか自信がなかったが，右腕で銃を固定し，２頭の動物の方へ進んだ。不

思議なことに，もう恐怖心は感じなかった。ただあるのは怒りだった。両腕が必要だった，あの愚かなクマ

に片腕を押しつぶされてしまった。大きなオスグマがナンシーを氷に押さえつけようとしていた。ナンシー

はどうにか身をよじって自由になったが，オスは強力な前足で彼女を掴んだ。ナンシーの腹を巨大なカギ爪

で切り裂こうとして，オスグマは片方の後ろ足をかがみこんだ。ナンシーはもがき，身をよじったが，大き

なクマは押さえつけた。アレンは前進し，機会をうかがって格闘する２頭の周りをまわった。彼は，間違っ

てナンシーを撃ってしまうことをとても恐れた。とうとう彼は右手で銃を持ち上げ，銃口をクマの耳の片方

へ押しあてた。彼は気持ちを鎮め，そして発砲した。反動・・・

Bittenden先生：反動・・・，反動とはなんですか。
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生徒（男子）：そ，それは

生徒(T.K.)：銃を撃った後の反動のことです。
Bittenden先生：銃を撃った後の反動，そうだね。

【朗読再開（枠内朗読部分）】

反動で彼は氷に叩きつけられた。弾の重さでクマの頭の一

部は吹き飛んだが，その巨大な動物はナンシーに爪をかけ，

前足で彼女を掴んでいた。２頭は転がり，アレンはナンシ

ーが殺されることを心配した。アレンは立ち上がった。片

腕が使い物にならないので，彼は猟銃に弾を充填できると

は思えなかった。彼は再びナイフを抜き，クマに振り下ろ

した。大きなクマ，ナンシー，そして自分自身が血まみれ

になるまで，彼は狂ったようにめった刺しにした。信じら

れないほどの長い時間，大きなクマは持ちこたえた。ナン

シー はやっとのことで，弱ってきたオスの腕から身を振り

ほどいた。彼女は寄って来て，アレンの足もとに横たわっ

た。「やあ，いい子だ。」「いい子だ。」と彼は言って，意識

を失った。 《26:00》

Bittenden 先生：さあ（朗読は）止めようか。いいかな，設計
がだいぶ進んだ人もいるようだね。それは君のかい，T.K.？

生徒(T.K.)：これですか？
Bittenden先生：そうです。
生徒（男子）：先生，見たいですか？

Bittenden先生：えっ？ すばらしいですね。

生徒（男子）：先生，それ採用ですか？

Bittenden 先生：どうかなぁ。ちょっと，細かいも
のを盛り込んだね，接合部分をきちんとつなげ

てくださいよ，いいですか，すべてのものを分

類する必要があります。パレット（運搬用の荷

台）もつなげて，ドラム缶の設置，ドラム缶を

使いますね－ここのところに－どこにドラム缶

を置くか確かめて－いかだを安定させるために。

君のマストの設置は，ここに，君はここに立て

るんだね。誰も怪我しないようにしてほしいで

すね。トミー，今夜のうちに設計図はできそう

ですか。

生徒（トミー）：はい。

Bittenden先生：いいでしょう，セールの取り付けは，できるだけたくさんセールが必要ですね，いいでしょう。
今週，街で買ってきましょう。

生徒（女子）：いくつドラム缶がもらえますか。

Bittenden 先生：4 つです。生徒 5 人を乗せて浮かぶには十
分だと思います。前回は 5つでしたが，今回は 4つです。
生徒は 10人だから，5人ずつです。いいですね。
何か他の特徴を持ついかだはありますか？ 誰か思い

つきましたか，取りつけの方法を思いついた人はいます

か。君たちのチームでよいアイディアがある人は誰か

な？ 君たちのなかで，誰が取りつけ方の，あ～，ティ

ラーの取りつけ方のアイディアを持っていますか？

君，君かな，来て見せてください。そう，もしいかだが



- 8 -

ここにあるなら。

ドラム缶はありますね－ここに－ここのところに－どんなふうに使えそうですか？それから，もしティラー

を何かこんなふうに考えているなら・・・

生徒(T.K.)： それって長いラダー（舵）だね。

Bittenden 先生：ラダーみたいなもの，同じものですね。
そう，何か必要ですね，後ろの方に。どうやって，どう

やってつけますか，何か考えは？ ただ，ただ結びつけ

ますか。

生徒(T.K.)：緩くつければいいです，操船するためには緩
すぎてはいけませんが。

Bittenden 先生：それで，操船できますね。去年の子たち
は－他の考えは－何か当てにできるものは？

生徒（女子）：ここに台を作れますか？

Bittenden先生：作れましたよ。
生徒（男子）：・・・することができます。

生徒(T.K.)：・・・に基づいて，それに達するような木を 1本手に入れられます。
Bittenden 先生：ええ，それは去年やったことですね。彼らは＊＊＊を 1 つ見つけて，それを 2 つに分割し，テ
ィラーをそれにつけて，ひもで縛りつけました，同じ場所です。そうです。

生徒（イーザン）：先生，僕，いい考えがあります。あの，ビデオでケイティのいかだを見たんですけど，セー

ルがつけてありました。彼らは取りつけました－あの，そんな感じのセールを－ここのところにぐらぐらしな

いように，取りつけました。

Bittenden先生：ええ。
生徒（イーザン）：だから，え～と，ここに小さな留め金

があって，セールを緩めたり，調整したりできます，メ

インシート（セールを調整するロープ）みたいな感じで。

Bittenden 先生：では，君は－もし風が強すぎたら，少し・
・・できますね。

生徒（イーザン）：はい，風を逃がします。

Bittenden 先生：そうですね，実際，私たちがやった日はと
ても風が強かったし・・・，でも・・・

生徒（男子）：いつ，僕たちはいかだに乗るんですか？

Bittenden先生：あ～，いつやりましょうかね。私たちは＊＊＊
生徒（男子）：＊＊＊

Bittenden 先生：・・・みんなのいかだが航行可能な状態に準備ができているかどうかしっかり確認する必要が
あります。その確認をしてから日取りを決めます。

生徒（イーザン）：プールで試してみなくちゃ。

Bittenden 先生：いいえ，プールに入れる予定はありません。さて，誰か他に，あ～，他の考えは？ どうやっ

て，センターボード（帆船の船底に安定のためにつける垂れ下げる板，垂下竜骨）を固定しますか。何と何の

間にセンターボードを入れますか？

生徒（男子）：クリ―ト（ロープを留めるための器具）の隙間と船のバンジー綱（ゴムを織り込んで伸縮性を持

たせた荷物綱）の間に入れました。

Bittenden先生：いいでしょう，すばらしいです。
生徒（イーザン）：バンジー綱，それは僕が言おうとしてたのに・・・

Bittenden 先生：はい，気づいたんですが，いかだのなかにはセンターボードが側面についてるものがあります
ね。いかだの下に固定しなければいけませんよ。

生徒（イーザン）：はずれちゃうよ，取れちゃうよ・・・

Bittenden先生：しかし，良いアイディアですよ，はい。
生徒（男子）：誰かそうしたんですか？

Bittenden 先生：誰も，誰もまだやってないね。では，もしとがった船首をつける方法を見つけたら，それは－
いかだを速く進められますよ。 《31:10》
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【教師は教室を巡回して，それぞれの生徒が作った設計図を見て回る】

生徒（男子）：半分できたと思います。

Bittenden先生：え～，・・・してほしくはないな。
生徒（男子）：わかりました。

Bittenden先生：はい。
生徒（男子）：これは－あ～－これは何ですね＊＊＊それからわたしたちは＊＊＊これをつけて・・・

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

Bittenden先生：だめ，だめ，＊＊＊ わかってませんね。それから＊＊＊を理解して。

生徒（男子）：で，もしそれが鎖の上にあれば，つけ方がわかるはずです。

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：・・・みたいに見えるね

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：やるべきことは・・・

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

Bittenden先生：あ～，いかだのためにですよ。
【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

Bittenden先生：では，各自でやってみて，こんなふうに・・・
【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（女子）：彼が正確に教えてくれたんだけど・・・

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：どうやってそこに上がるんですか？

Bittenden先生：みんな，ここにバケツありますよ。
生徒（女子）：ええ，でも私たち・・・できなかったし

Bittenden先生：いえ，いえ，それは去年のことです。
【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

Bittenden先生：でも・・・できますよ。
【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：ほとんど同じですよね。

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：これはまったく同じになりそうです。

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：では，それを船首に変えましょう。

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：どこに＊＊＊

生徒（男子）：＊＊＊はどうなってるの？

生徒（男子）：Blackbeardの小舟みたいに。
生徒（男子）：Blackbeardの船だよ。
【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：それは実際，中央にあります。何かが折れるかも・・・

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：冗談言ってるの？

生徒（女子）：おもしろいよね。

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

Bittenden先生：皆さん。
【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

Bittenden先生：では，もっと歴史を教えてくれるかな？
【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（女子）：それってすごく馬鹿げてる。

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：それはすごく＊＊＊。そこに広場があるんでしょ？
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【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：あ～，あ～，ちょって待って！

【＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊】

生徒（男子）：もし僕たちが・・・

【授業終了のブザーが鳴る】

Bittenden 先生：では，授業は終わりです。名札を置いてください。作った設計図の上に名札を置いて。それを
もらいましょう。ありがとう。＊＊＊椅子を戻してね。 《36:00:授業終了》

《フランク・ワースリー（Frank Worsley）(1) について》

採取授業に登場したフランク・ワースリーは，1872 年にニュージーランドのアカロアで生まれ，11 歳までアカロ
アで過ごした。クライストチャーチに転居した後，1887 年に大西洋航路や太平洋航路の商船の航海士になり，やが
て 1900年に船長となった。その後，彼は英国帝国海軍（HMS）の将校として艦船に乗員するようになる。
彼は，2014年の帝国南極横断探検隊（Imperial Trans-Antarctic Expedition）に，エンデュアランス号の船長として

参加した。このエンデュアランス号は南極圏で難破し，乗員 28名が無線
通信もできない極寒の地に取り残され，22 ヶ月もの間過ごすことになっ
た。この遭難は，最終的には，わずか 7 メートルの救命艇に 6 人の乗員
が乗り組み，1,500 ㎞離れた大西洋のサウス・ジョージア島の捕鯨基地に
たどり着き，救助を求め，全員の救出がおこなわれた。この時，救命艇

を操り，悪天候と時化の中，時折見える太陽や月だけを頼りに 2 週間の
間奇跡的に航路を維持したのがワースリーであった。

その後，彼は第一次世界大戦，第二次世界大戦に参加し，1943 年に亡
くなるが，イギリスの南極基地にはワースリー岬，サウスジョージア島にはワースリー山，クライストチャーチに

はワースリー通りといった，彼を顕彰する地名が残されている。また，故郷のアカロアには 2004 年に彼の胸像が作
られた。

社会科（歴史的分野）の授業でワースリ

ーを扱う意義について，Bittenden 教諭は学
校理事会（BOT）への説明用資料において，
次のように説明している。「140 年前，フラ
ンク・ワースリーとフランク・ヘンリーい

う二人の子どもの兄弟が，アカロア湾から

ドュバウチェル湾まで馬を運ぶ仕事を任さ

れました。少年たちは行きと同じ道を歩い

て引き返すのではなく，帰りはいかだを作

って湾を横切り，直接アカロアに戻りまし

た。彼らはその時，まだ 10 歳と 12 歳でし
た。その後，ワースリーは，1914 年に出発
したシャクルトン卿の南極探検隊でめざま

しい働きしたため，アカロアでは最も著名

で賞賛される人物となりました。荒れ狂う

海を小さな救命艇でエレファント島からサ

ウス･ジョージア島まで航海した彼の偉業

は，世界でも有名な冒険物語の一つになっ

ています。10 学年の授業では，社会科のプ
ログラムの一つとして，冒険物語にふれ，

特にシャクルトン卿の航海と我が町の少年

の活躍に目をむけさせます。（以下略）」
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２．ニュージーランドのナショナルカリキュラム（The New Zealand Curriculum，以下ＮＺＣ）の特徴

NZCでは，「思考力（Thinking）」，「言語・記号・テキストを使用する能力（Using language symbols and texts）」，
「自己管理力（Managing Self）」，「他者との関わり（Relating to others）」，「参加と貢献（Participating and
Contributing）」という五つのキー・コンピテンシーを規定し，その到達目標が示されている。一方，学習領域
（教科）については，英語，芸術，保健体育，学習言語，数学と統計，科学，社会科（Social sciences），技術の
８教科を規定するとともに，各教科について「○○（教科名）とは何か（図２）」，「なぜ○○を勉強するのか（図

３）」「学習領域の構成概念（図４）」だけが示されており，学年ごとの学習内容や到達目標というものの提示が

ない。このことから，学校レベルでカリキュラム開発を行うことで，キー・コンピテンシーの育成を目指してい

る点が，NZCの特色といえる(2)。

【図１：ニュージーランドのナショナルカリキュラムの構成】(3)
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従って，ナショナルカリキュラムには，第 10 学年の社会科（歴史的分野）についての学習内容や到達目標も
具体的には示されていない。そのような制度のため，教科書自体も存在しない。Bittenden 教諭の授業もこのよ
うな制度を背景にして，彼自身が開発したものである。

○社会科とは何か。（図２）

社会科は，社会がどのように機

能するか，そして人々がクリティ

カルで，行動的で，見識あり，責

任ある市民としてどのように社会

に参加するかについて学ぶ領域で【図２：社会科とは何か】(4)

す。内容は，ニュージーランド内

外の場所から，そして過去，現在，

未来から選びます。

○なぜ社会科を勉強するのか。

（図３）

社会科を通して，生徒は，自ら

が生活し働いている地域的・国家
【図３：なぜ社会科を勉強するのか】(5)

的・地球的な共同体へのより良い

理解・参加・貢献ができる知識と

技能を身につける。その際，社会

問題に批判的に関わり，代替とな

り得る社会的・経済的・政治的・

環境的な活動の持続可能性を吟味

する。（以下，ワイタンギ条約に

関連する多文化的配慮等について

示されている。）

○学習領域の構成概念

（Learning Strands：図４）

各レベルの社会科は 4つの概念
がより糸のように統合されて行わ

れる。

①アイデンティティ・文化・組織

②場所と環境
【図４：学習領域の構成概念（Learning Strands）】(6)

③持続と変化

④経済的な世界

（以下略）
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３．Bittenden教諭のカリキュラム構成（第10学年，１学期“Survival Unit”）と採取授業の位置づけ

Bittenden 教諭によると，採取授
業は第 10 学年の 1 学期（2 月初旬
～ 4月初旬，図５）用の単元 Survival
Unit の一 部 分 に あた る 。こ の 【図５：ニュージーランドの４学期制】(7)

Survival Unit（図６）は「1. Le Bons
Bay Survival Camp」「2. Raft Building
and Sailing」「3. Shackelton/Worsley
topic」「4. Class Book“The Iceberg
Hermit”」といった四つのパートか
ら構成され，学期の Time Plan（図
７）からは，採取授業が「2. Raft
Building and Sailing」の 4週間目に
予定されていた「Rafting Prep/design/
groups」にあたることが分かる。ま
た，授業中に Bittenden 教諭が“The
Icrberg Hermit”を朗読していたこと
から，「4. Class Book“The Iceberg
Hermit”」にあたる内容も平行して
行っていたことも分かる。

図６によると，「2. Raft Building
and Sailing」では，NZCのキー・コ
ンピテンシーのうち「自己管理力

（ Managing Self）， 参加 と 貢 献
（Participating and Contributing）」，「言
語・記号・テキストを使用する能力

（Using language symbols and texts）」，
「他者との関わり（ Relating to
others）」が，社会科の learning strands
として「継続と変化（Continuity and
Change）」と「場所と環境（Place and
Environment）」の 2 概念が設定され
ている。また，「4. Class Book“The
Iceberg Hermit”」では，NZCのキー
・コンピテンシーのうち，「言語・

テキストを使用する能力（Using
language and texts）」と「思考力 【図６：Survival Unit の構成とねらい】

（thinking）」が，社会科の learning
strands と し て 「 継 続 と 変 化
（Continuity and Change）」と「経済
的な世界（The Economic World）」「場
所 と 環 境 （ T h e P l a c e a n d
Environment）」の３概念が設定され
ている。

これらのことから，Unitおよび各
授業は，ナショナルカリキュラムに

おけるキー・コンピテンシーと

learning strandsとしての概念獲得を 【図７：「2. Raft Building and Sailing」の構成と時間配分】

めざす営みとして設計されていることが分かる。また，実際，採取した授業からも，生徒はそのような能力や概

念を習得しているように思われた。
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４．生徒配付資料から

(1)「いかだ作り」単元全体についての配付資料
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(2)「いかだ作り」の目的についての配付資料

いかだ作りに際しては，次のような授業のねらいを説明する資料が生徒に配付されていた。

なぜ，いかだを作るのか！！

１．楽しいから： 人は楽しくやっている時，最も多くのことを学ぶ。君たちは，その後長く覚えているよう

な瞬間を持っているべきである。

２．実践的なスキルの為： 学校では本を使って楽しむことが多い。だからこそ，実際的なスキルにふれるよ

うな機会が大切だと思ったからである。

３．郷土の歴史を身近にする為： フランク・ワースリーのことを忘れないようにするために。

４．自己管理力の為（新しい NZCに対応）： 自己管理をするスキルや意欲を育てるため，できるだけ多くの

機会を持つべきである。

５．他者との関わりの為（新しい NZCに対応）： グループで作業し，貢献し，リードし，意見を聞き，互い
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に議論をするなどして，チームとして作業することを学ぶ。

６．考えるスキルを身につける為： いかだ作りは常に問題解決をせまる作業です。君たちは問題に直面し，

それを解決しなければなりません。

７．想像力を身につけ，伸ばす為： 君たちはすべて自らの考えでいかだを設計し，製作する。もし，安定し

たいかだが作れなければ，どうなるかはみんな分かっているはずだ。

８．われわれの郷土の環境を利用する為： 忘れがちなことだが，我々の郷土は世界で最も美しい場所の一つ

である。このことがよく分かるようになるだろう。

９．我々の郷土の共同体を意識する為： 周囲の大人たちは君たちの為に時間と援助を提供してくれた。これ

は共同体について現実的に知る機会になるだろう。

10．野外に出て作業をすることに感謝する為： ドラム缶や木材の山に囲まれ，楽しく過ごす。退屈する暇な

どありません。
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(3)いかだ作りの作業に関する生徒配付資料
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この配付資料の最後の“Raft Design”の部分が採取授業でプロジェクターに提示されていた部分である。
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５．単元終了後の評価方法

(1)生徒用振り返り用紙
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(2)教師による評価表
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６．Mr.Bittenden の歴史授業の特色

一体，このいかだ作りのどこが歴史の授業なのか。この授業は，日本の歴史授業の対極にある。一般に，日本

の歴史授業は，学習指導要領に明示された目標と内容に従って教科書が執筆され，そして教科書の内容をいかに

手際よく生徒に伝達するかといった方法的工夫を教師が行い，実施される。歴史学習の目標も内容も授業者であ

る教師の与り知らぬ所で定められており，生徒はそういった教師から画一的な授業をうける。

一方，ニュージーランドのナショナルカリキュラム（NZC）で社会科（歴史学習）に求められているのは，科
目を越えた学校教育全体の目標としている五つのキー・コンピテンシー「思考力：Thinking」，「言語・記号・テ
キストを使用する能力：Using language symbols and texts」，「自己管理力：Managing Self」，「他者との関わり：
Relating to others」，「参加と貢献：Participating and Contributing」を培い，社会科（歴史学習）で扱うこととして
いる四つの概念（Learning Strands）「アイデンティティ・文化・組織：Identity, Culture, and Organisation」「②場所
と環境：Place and Environment」「持続と変化：Continuity and Change」「経済的な世界：The Economic World」を
習得することのみである。社会科（歴史教育）の教師は，この目的を達する為に，教室にいる生徒の実態を見定

めながら，授業の内容も方法もすべて自らが作り上げていく。このいかだ作りがこれらの目標に合致するのであ

れば，これは立派な社会科（歴史学習）なのだ。

右の写真は，Bittenden 教諭の教室に
掲示されていた表である。彼によれば，

この表は，学習中の現在の単元やテー

マが，どのようなキー・コンピテンシ

ーや概念を学ぶためのものなのかを生

徒がいつでも確認できるようにする為

のものということである。例えば，「2.
Raft Building and Sailing」のテーマであ
れば，右下の図のように表に記入して

掲示することになる（二井作図）。こ

のようにして，学習内容がキー・コン

ピテンシーと概念にどのように結びつ

けられるのかを常に明確にしながら授

業は展開される。

歴史教育において，授業の内容も方

法も学校および教師に委ねられるニュ

ージーランドのあり方は，我々に，歴

史教育は，「一体，何の為に，何を，

どのような方法で教えるのか」を問い直すものである。少なくとも，ニュージーランドの歴史教師は，常にこの

問いの答えを求められているだろう。一方，日本の我々は，一体何の為に，そして誰の為に歴史を教えているの

だろうか。Bittenden 教諭の授業，および NZC の有り様は我々に，そのことについて問い直すことの大切さに気
付かせてくれる。

なお，今回の Bittenden 教諭の授業は第 10 学年で行わ
れたもので，中学校段階の歴史授業として行われたもの

であった。高等学校での社会科（歴史学習）も，NZC
においては基本的には中学校と同様で，授業の内容も方

法も教師が作り上げていくようになっている。ただし，

新たに歴史学習におけるキー・コンピテンシーとして

「重要性：Significance」「持続と変化：Continuity and
change 」「原因と結果：Cause and effect」「見方：
Perspective」が示されると同時に，学習内容も試案とし
ていくつかの事例（「不寛容をテーマとして内容事例

（Possible contexts for a theme of intolerance ），公正をテ
ーマとした内容事例（Possible contexts for the theme of
justice）など）が示されている(8)

。これらの分析につい

【ニュージーランドの教育制度】(9) ては，今後の課題としたい。
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７．Akaroa Area School情報

Akaroa Area Schoolは，クライス
トチャーチから自動車で 90 分程の
海岸リゾート地であるアカロアに立

地する公立学校。0 学年から 13 学年
までの約 150 人の生徒が在学してい
る。

○ Akaroa Aria SchoolのWebページ
http://www.akaroa.school.nz/

【注】

(1)フランク・ワースリーの概略については，http://en.wikipedia.org/wiki/Frank_Worsley を参照した。2014 年の帝
国南極横断探検隊（Imperial Trans-Antarctic Expedition）の遭難については，アルフレッド・ランシング著山本
光伸訳『エンデュアランス号漂流』（新潮社，1998年）に詳しい。

(2)国立教育政策研究所 平成 25年度プロジェクト研究調査研究報告書『教育課程の編成に関する基礎的研究 報

告書７ 資質や能力の包括的育成に向けた教育課程の基準の原理』（研究代表者 勝野頼彦 平成 26年 3月）p.82。
(3)このカリキュラムは 2007 年に改訂され，段階的な施行の後，2010 年には公立学校で全面実施されている。
このカリキュラムで提示された五つのキー・コンピテンシーは，OECD の DeSeCo プロジェクトによるキー・
コンピテンシー概念を基盤として，ニュージーランドの実情に適合させて設定したものと言われる。

http://nzcurriculum.tki.org.nz/The-New-Zealand-Curriculum
(4)http://nzcurriculum.tki.org.nz/The-New-Zealand-Curriculum/Learning-areas/Social-sciences
(5)http://nzcurriculum.tki.org.nz/The-New-Zealand-Curriculum/Learning-areas/Social-sciences
(6)http://nzcurriculum.tki.org.nz/The-New-Zealand-Curriculum/Learning-areas/Social-sciences には，learning strandsとし
て，「アイデンティティと文化と組織（Identity, Culture, and Organisation）」「場所と環境（Place and Environment）」
「継続と変化（Continuity and Change）」「経済的な世界（The Economic World）」の４概念が設定されている。

(7)http://www.delightstay.com/abroad/15.html
(8)http://seniorsecondary.tki.org.nz/Social-sciences/History
(9)http://www.delightstay.com/abroad/15.html

《本資料で紹介したAkaroa Area Schoolでの授業の収集については，

Mr.Garry Bittendenのご厚意に心から感謝したい。》


